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№６０ 令和３年 3月 1日 発行 ：社会福祉法人川口市社会福祉協議会 かわぐちファミリー・サポート・センター 

令和２年度は、今までにない状況の中、会員の皆さまに支えられ、ファミサポの活動が行われました

ことを職員一同心より感謝いたします。ありがとうございました。 

 

   

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コロナ禍での援助活動について 

新型コロナウイルス感染拡大防止につとめながらの援助活動についてご理解ご協力いた 
だたき、ありがとうございます。 
利用者会員、サポーター会員双方のご理解のもと、安心安全に配慮して無理のない援助
活動をお願いいたします。 
活動について、不安や心配なことがあれば、センターへご連絡ください。 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度の会員登録更新及び変更について 

・登録内容（住所・電話・勤務先等）に変更の場合 →登録変更届を提出 

・退会希望の場合                →退会届を提出 

 

ファミサポ メールアドレスの登録 

会員のみなさまへフォローアップ講習会、全体交流会などのご案内を一斉メールでお知らします。ファ

ミサポのメールアドレスからのメールを受信できるように対応をお願いいたします。センターへ、会員

番号と氏名をいれてメールを送信していただくとメールアドレス登録をいたします。

 

 

 ファミサポ  メールアドレス     ✉

kfamisapo137@kosodate-kwgc-saitama-ksp.jp 

 

３．援助活動を依頼するかた・活動を行っているかたへ    

 

 注意事項 
 ＜利用者会員＞ 
    お子さんの健康状態を確認してください。 

    お子さんに発熱、咳など風邪症状がみられるときは依頼できません。 
＜サポーター（両方）会員＞ 

    活動前に検温をお願いします。 
    発熱等風邪の症状がある場合は活動できません。 
    原則、活動中のマスク着用をお願いします。 
    活動前後に「うがい」「手洗い」「手指消毒」を行いましょう。 
    ※体調がすぐれないときは無理をせず活動を控えてください。 
 

 
※感染症拡大防止の観点から、センターでは当面の間、事前打ち合わせを公共施設で 

行います。但し、ご都合により他の場所での実施も可能ですのでセンターまでご相 
談ください。 

※新型コロナウイルス感染もしくは濃厚接触者となった場合はセンターへ連絡をお願いします。 
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申し込みは、原則、開催日の１カ月前から電話 or メールで受付します。 

※都合により内容等が変更になる場合もございます。お手数をおかけしますが、当センターホーム

ページを確認、もしくはセンターまでご確認ください。 

  行事 対象 

６月 救命講習 

サポーター ・ 両方会員 

７月 フォローアップ講習会 

おしゃべりサロン 

９月 フォローアップ講習会 

１０月 救命講習 

事故防止に関する講習 

１１月 おしゃべりサロン 

１２月 全体交流会（クリスマス会） 全会員 

１月 事故防止に関する講習 サポーター ・ 両方会員 

２月 救命講習 

※日時・会場等詳細は決まり次第一斉メール、ホームページでご案内します。 

救命講習の受講が難しいかたは、川口市消防局・その他で実施しています講習会を受講し

ていただくようお願いいたします。（広報かわぐち、消防局 HPを参考。） 

お願い※会員の救命講習受講歴の有無の管理をしています。受講後はセンターへご連絡ください。 

フォローアップ講習会 

乳児・小児救命講習（10/29） 

 

フォローアップ講習会 

「アレルギーについて」（9/19） 

最新の知識について学びました！ 

 

 

全体講習会・クリスマス会（１２/５） 

打楽器演奏を披露していただきました！ 

おしゃべりサロン・ミニ講座（１０/１５） 

「からだ遊びで免疫力アップ！」 

前半は体と心をほぐし、後半は会員同

士で意見交換！ 

 

フォローアップ講習会 

「初企画！援助に役立つ折り紙・

室内遊び」（11/10）折り紙や牛

乳パックを使った工作を教わりま

した！ 
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援助活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれもリスクの高い援助活動となりますので、依頼する利用者会員さんも援助するサポーター会員

さんもご家族ともご相談いただいたうえで、無理のない援助活動をお願いいたします。 

  

援助活動を行っているサポーター会員（両方会員）のみなさまへ 

緊急救命講習及び事故防止に関する講習について  

厚生労働省の実施要項改正に伴い、AED・心肺蘇生法の実技を含む救命講習及び事故防止に 

関する講習は少なくとも 5年に 1回の受講が必須となっております。センター主催の講習会で 

は、左記記載の令和３年度行事予定の救命講習と事故防止に関する講習が該当の講習となりま 

す。積極的な受講をお願いいたします。 

 

安全チェックリストについて 

厚生労働省の実施要項にチェックリストを活用した預かり場所の定期的な安全点検を行うこと 

が規定されています。子どもの事故を防ぐため、同封した安全チェックリストをもとに預かり場 

所の定期的な安全点検を行いましょう。（提出は不要です。） 

 

 

 

＜事務所の移転について＞ 

令和２年６月より下記のとおり移転しております。 

電話・ＦＡＸ番号は変わりませんので、よろしくお願い 

いたします。 

住所 川口市青木３－１７－１１ 

川口市役所青木３丁目分室１階 
 

＜サービス利用者入会同意書について＞ 

入会同意書が新しくなりました。 

ファミサポのシステムの変更はありませんが、同封のサービス利用者入会同意書をご確認ください。 

なお、改めてご提出いただく必要はございません。 

 

お知らせ 

自家用車を使用する援助活動について 

センターでは一括して補償保険に加入しております。但し、自家用車を使用する援助活動

については、賠償責任保険が対象外となりますので、サポーター会員加入の任意保険での

対応となります。※チャイルドシート等の準備は原則利用者会員にお願いしております。 

自転車を使用する援助活動について 

自転車に乗る場合は、自転車保険もしくは個人賠償責任保険に加入する必要があります。 

※ヘルメット等の準備は原則利用者会員にお願いしております。 
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サブリーダー紹介  

サブリーダーは、サポーター・両方会員の中から選出されており、 

全体交流会の準備や、当日のお手伝い、その他定期的な情報 

交換の場を設けて、運営のお手伝いをしていただいています。 

今年度は、下記６名のかたにお願いしました。  

    【写真上段】粕谷さん 松井さん  渡辺さん  

【写真下段】羽二生さん  鬼沢さん  海老原さん 

  

 

 

 

 

 

                    令和２年  １２月 １日現在 全会員数 2,473 （人） 

 青木 新郷 神根 朝日東 朝日 南平 安行 西 芝 中央 

利用者 126 57 89 11 92 138 100 199 171 94 

サポーター 28 12 15 1 10 14 10 24 19 6 

両 方 11 9 14 2 6 18 12 15 16 3 

 

 上青木 戸塚 幸栄 横曽根 並木 西川口 領家 前川 鳩 ヶ谷 合計 

利用者 36 303 96 23 86 26 21 20 307 1,995 

サポーター 10 36 10 4 12 1 1 10 39 262 

両 方 3 30 9 2 13 3 4 2 44 216 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

社会福祉法人 川口市社会福祉協議会 

かわぐちファミリー・サポート・センター 
開所時間：月曜日～金曜日 午前９時～午後５時 

〔原則土日、祝日及び年末年始は休み〕 

〒３３２－００３１  川口市青木３－１７-１１川口市役所青木３丁目分室 

電話：０４８（２５２）３３８８  FＡＸ ：０４８（２５５）３１０２ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ kosodate-kwgc-saitama-ksp.jp  

この事業は川口市から委託を受け、社会福祉法人川口市社会福祉協議会が運営しております。 

地域別会員数    

ファミサポ会員のみなさまへ 

今年度は例年とは大きく異なる１年でした。そのような中で、サポーター会員からの「少しでもお役に立てれ

ば」という言葉に力をいただいています。一方、利用者会員からは、「ファミサポのサポーターさんに本当に感謝

しています。」という言葉がセンターに多く寄せられます。また、お互いを思い合っての自粛という判断をされる会

員のかたもいます。このような状況のなか、安心安全に配慮していただきながらに活動が行われていることに感

謝申し上げます。 

今後につきましても、コロナと共存する生活様式での援助活動となりますが、ご理解ご協力のほどよろしくお

願いいたします。 

アドバイザー 一同

より 

 

 


